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 山潟中学校がパートナーシップ事業に取り組み９年

目となりました。今年度からは山潟中学校コーディネ

ーター６年目になる後藤素子が１人態勢で活動してい

ます。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

歯科検診に地域の

３名の方々が協力

してくださいまし

た。 

１１月２日(月) 中央区特色ある区づくり事業の中の出前講座を活用し、３年生の地域貢献

につながる鳥屋野潟の妖怪を想像したイラスト作りをしました。新潟妖怪研究所長の高橋

郁丸さんより地域に伝わる妖怪の学習をしてから、疫病退散や無病息災の願いを込めてイ

ラスト作りに取り組みました。 

 

１０月２８日(水) 保健委員会が取り組んでいる「石けん作り」に地域の方が協力してくだ

さいました。石けんをこねる作業で戸惑っている生徒に声をかけている姿が見られまし

た。出来上がった石けんは３年生や地域の方々にプレゼントします。 
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歯科検診後の器具

の洗浄までしてい

ただきました。 

１１月１７日(火) 生徒の活動「しろ

ばと集会」 で新潟市保健衛生部長・

野島晶子さんより「正しく認識、優

しく想像～新型コロナから学ぶ大

切なこと」と題してご講演をいただ

きました。生徒はコロナの実情を正

しく理解し、優しい想像力を働か

せ、自分がされて嫌なことはしな

い、ということが大切なことだと認

識しました。 

３年生と保健委員会がコラボして作成した疫病退

散等の願いを込めたイラスト付きの石けんを日頃

の労をねぎらい野島さんに贈呈しました。 


